
第２学年国語科学習指導案 

 

単元名 「主人公を替えてリライトし，書いた作品を読み合おう」 

～想像豊かに読み，表現を工夫して書く～（「読むこと」と「書くこと」の関連指導） 

 

教材 １ 「盆土産」（光村図書「国語２」） 

 

１ 単元について 

佐賀県の中学２年生の実態として，平成 22 年佐賀県小・中学校学習状況調査の結果から，「読むこ

と」領域の「目的に応じて必要な情報を読み取り，自分のものの見方や考え方に生かすこと」に課題

があることが分かっている。 

本単元には，この課題の解決を目指して，小説の主人公を替えてリライトする言語活動を取り入れ

た。リライトは「原文の読書行為を踏まえて，ある執筆目的のために，創造的に原文を書き換えるこ

と」である。この言語活動を通して，目的に応じて必要な情報を読み取る力や，読み取った情報を自

分のものの見方や考え方に生かす力を身に付けさせたい。 

本単元で生徒に取り組ませるリライトは，小説の主人公を替えるリライトである。リライトの条件

として，「主人公にした人物の心情を書く」「主人公にした人物の視点から出来事を書く」「表現の仕方

をまねる」の３つを提示した。この条件の提示により，生徒は，リライトするために，いつ，どこで，

だれが，どうした等の５Ｗ１Ｈの観点による基本的な情報の読み取りをはじめ，登場人物の心情描写

や表現の工夫の読み取りなどに取り組むことになる。この過程で，目的に応じて必要な情報を読み取

る力を身に付けさせる。また，小説に描かれた出来事を，主人公にした人物の視点から捉えなおして，

表現を手掛かりに想像をふくらませて書く活動に取り組ませる過程で，読み取った情報を自分のもの

の見方や考え方に生かす力を身に付けさせる。作品を書き上げた後は，自分の作品についてなぜその

ような想像をしたのか，なぜそのような表現の仕方をしたのか，根拠を明らかにして解説させ，書き

上げた作品とともに交流させる。この過程で，文章の表現の仕方について根拠を明確にして自分の考

えをまとめる力と描写や表記などの表現を工夫して書く力を身に付けさせたい。 

リライトする教材には小説「盆土産」（三浦哲郎 光村図書「国語２」）を用いる。この小説には，

東北地方に住む小学３年生の少年と中学生の姉，祖母，東京に出稼ぎに出ている父親，早逝した母親

で構成される一家族の，盆休みのほんの束の間の家族のやりとりが描かれている。それらは，主人公

の少年に寄り添う語り手の淡々とした語り口で，登場人物の会話や心内語，巧みな構成と展開，行動

描写や情景描写で描かれており，読み手は，抑えられた表現の中に，こみあげる思いを感じ取ること

ができる。表現を手掛かりに想像をふくらませてリライトする言語活動に適した教材と言える。また，

会話部分には方言が用いられるものの，地の文は心内語であっても共通語が用いられていることから，

話し言葉と書き言葉の違い，共通語と方言の果たす役割について学ぶことにも適した教材と言える。  

指導に際しては，生徒の主体的な学習活動を促すとともに，言語活動を通して表現の仕方について

自分の考えをもつことができるように配慮したい。また，リライトを楽しませることで，読書へ誘い，

身に付けた知識・技能を活用して想像をふくらませて豊かに読む態度を身に付けさせるようにしたい。 

 

《引用文献》1）井上一郎『総合的な読みの力を育成する国語科の授業』2000 年２月 明治図書 p.31 

1） 



２ 単元の目標 

(1)  主人公を替えてリライトするために必要な情報を読み取り，表現の仕方について自分の考えをも 

って，表現を工夫しようとする。 

(2)  描写の効果や登場人物の言動の意味を考え，文章の表現の仕方について根拠を明確にして自分の 

考えをまとめることができる。 

(3)  描写や表記などの表現を工夫して，主人公を替えてリライトすることができる。 

(4) 話し言葉と書き言葉の違い，共通語と方言の果たす役割を理解するができる。 

 

３ 本単元における言語活動 

  主人公を替えてリライトし，書いた作品を読み合う。(関連：言語活動例Ｂ(2)ア，及びＣ(2)ア) 

 

４ 単元の評価規準 

国語への 

関心・意欲・態度 
書く能力 読む能力 

言語についての 

知識・理解・技能 

１ 主人公を替えてリ

ライトするために必

要な情報を読み取り，

表現の仕方について

自分の考えをもって，

表現を工夫しようと

している。 

 

１ 心情が相手に効果

的に伝わるように，描

写や表記などの表現

の工夫をして，リライ

トしている。 

（Ｂ(1)ウ）

１ 描写の効果や登場

人物の言動の意味を

考え，内容の理解に役

立てている。 

（Ｃ(1)イ）

 

２ 文章の表現の仕方

について，根拠を明確

にして自分の考えを

まとめている。 

（Ｃ(1)ウ）

１ 話し言葉と書き言

葉の違い，共通語と方

言の果たす役割につ

いて理解している。 

（伝国イ(ｱ)） 

 

５ 指導と評価の計画（全６時間） 

次 時間 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

一 １ 
１ リライトについて概略を

知り，興味をもつ。 

 

 

２ 本単元で行うリライトの

条件を確かめ，簡単なリラ

イトに取り組み，学習の見

通しをもつ。 

 

 

３ 学習課題「主人公を替え

てリライトし，読み合うこ

とで，小説を想像豊かに読

む力や表現を工夫して書く

力を付ける。」を確かめる。 

〇小説の映画化，漫画化など

も，リライトであることに

気付かせる。 

 

〇様々なリライトがあること

を理解させるとともに，学

習の仕方について見通しを

もたせる。 

 

 

〇リライトをすることによっ

て読書の楽しみが広がる可

能性を示唆する。 

 

 

 

 

 

関－１ 主人公を替えてリラ

イトするためにリライトの

仕方を知り，学習の見通し

をもとうとしている。 

【取り組みの様子】 

【学習計画表の記述】 

【ワークシートの記述】 

 



二 ２ 

４ 登場人物のことが分かる

表現に気を付けて読み，ど

ういう人物か考える。 

 

５ 登場人物の人物像につい

て，グループで話し合い，

考えを深める。 

６ リライト作品の主人公に

する人物を，理由を明らか

にして決める。 

〇祖母を例にして，作品の表

現を根拠に，どういう人物

か想像する手順や方法を説

明する。 

〇人物像の根拠となった表現

について尋ねたり答えたり

させながら考えさせる。 

〇心情表現の仕方を手掛かり

に，主人公にする人物を決

めさせる。 

読－１ 描写の効果や登場人

物の言動の意味を考え，内

容の理解に役立てている。

【ワークシートの記述】 

３ 

７ 主人公にする人物ごとに

グループを編成し，２～３

行程度の本文をリライトし

て交流し，リライトの仕方

について確かめたり，登場

人物の人物像や心情につい

て考えを深めたりする。 

８ 方言と共通語の果たす役

割と効果を考える。 

９ リライトをする部分を決

め，リライトに取り入れる

表現の工夫を考える。 

〇主人公を替えてリライトす

る方法を確かめさせる。 

〇「盆土産」の会話文に方言

が使われているのに対し，

地の文は共通語で書かれて

いることに気付かせ，方言

が生活の言葉であることを

理解させたり，語り手が共

通語で語る効果について考

えさせたりする。 

 

 

言－１ 話し言葉と書き言葉

の違い，共通語と方言の果

たす役割について理解して

いる。 

【ワークシートの記述】 

４ 

10 条件に応じてリライトす

る。 

 〔条件〕 

Ⅰ 主人公にした人物

の心情を書く 

Ⅱ 主人公にした人物

の視点から出来事を

書く 

Ⅲ 表現の仕方をまね

る 

〇これまで学習に用いたワー

クシートを活用させる。 

〇主人公にする人物やリライ

トする場面を決めることが

できない生徒については，

父親を主人公にして，見送

りに来た少年とのやり取り

の場面をリライトするよう

勧める。 

関－２ 文章の表現の仕方に

ついて自分の考えをもっ

て，表現を工夫しようとし

ている。 

【取り組みの様子】 

 【ワークシートの記述】 

書－１心情が相手に効果的に

伝わるように，描写や表記

などの表現の工夫をして，

リライトしている。 

【ワークシートの記述】 

５ 
11  書き上げたリライト作品

について，なぜそのような

想像をしたのか，なぜその

ような表現の仕方をしたの

か解説する文章を書く。 

12  グループで交流し，代表

発表者を決める。 

〇なぜそのような内容や表現

にしたのか根拠を明らかに

するように念を押す。 

〇よいところとアドバイスを

付せんに書いて渡しながら

意見を交流するように指示

する。 

読－２ 文章の表現の仕方に

ついて，根拠を明確にして

自分の考えをまとめてい

る。 

【ワークシートの記述】 

三 ６ 

13 学級で作品を発表し合

い，よいところやアドバイ

スを交流する。 

 

 

 

14 単元の学習を振り返り，

身に付けた力やその力が活

用できる場面について考え

る。 

〇評価表に，作品のよいとこ

ろやアドバイスをメモする

ように指示する。 

〇発表された作品について，

よいところやアドバイスを

発表させる。 

〇単元の学習で使った学習資

料を見直させ，身に付けた

力を具体的に考えさせる。

読－２ 文章の表現の仕方に

ついて，根拠を明確にして

自分の考えをまとめてい

る。 

【評価表の記述】 

関－３ 学習を振り返り，身

に付けた力やその力が活用

できる場面について考えよ

うとしている。 

【取り組みの様子】 

【学習計画表の記述】 



６－１ １／６の指導計画 

(1) 目  標 

リライトについて知り，学習課題を設定して学習の見通しをもとうとする。 

(2)  展  開 

過
程 

学習活動 
教材 

資料 
指導上の留意点 

評価規準と評価方法 

Ｃの状況の生徒への手立て

導 

入 

１ リライトについて学習

の手引き①を読んで概略

を知り，興味をもつ。 

２ 本時の目標を知る。 

 

 

学習の手

引き① 

〇読書生活を振り返らせ，

映画化や漫画化もリライ

トであることを知らせ

る。 

 

展 
 
 
 

開 

３ 簡単なリライトに取り

組む。 

 

 

 

 

 

４ 本単元で行うリライト

の条件を確かめ，原作と

リライトした作品を読み

比べる。 

 

 

 

 

 

 

５ 学習計画表で学習課題

と学習の流れを確認す

る。 

〔学習課題〕 

 

ワークシ

ート① 

 

 

 

 

 

学習の手

引き② 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習計画

表 

〇ワークシート①のリライ

トに取り組むことを通し

て，リライトについて理

解させる。 

〇一問ごとに解説を加え，

リライトについて理解を

確実にさせる。 

〇手引き②にある条件と対

応させて２つの文章を比

べさせ，リライトの仕方

を具体的に理解させる。 

〔条件〕 

 Ⅰ 主人公にした人物の

心情を書く 

 Ⅱ 主人公にした人物の

視点から出来事を書く

 Ⅲ 表現の仕方をまねる

〇学習計画表の「流れ」の

空欄に「まとめる・伝え

合う」と記入させて，リ

ライトをして作品を交流

することについて再確認

させる。 

 

関－１ 主人公を替えて

リライトするためにリ

ライトの仕方を知り，

学習の見通しをもとう

としている。 

【取り組みの様子】 

【ワークシートの記述】

 

ま
と
め 

６ 本時の学習を振り返

り，学習計画表の自己評

価欄に記入する。 

 

 

 

 

７ 次時の目標や学習活動

を確かめて見通しをも

つ。 

学習計画

表 

〇学習計画表の記入要領を

説明する。 

〇学習活動ができていたら

□にチェックをさせ，自

己評価の欄の「えびフラ

イ」や「学んだこと」の

欄も記入させる。 

○次時は，登場人物の人柄

や背景，心情等を読み取

っていくことを伝える。 

 

リライトについて知り，学習課題を設定して学習の見通しをもとう 

リライト学習がイメ

ージできない生徒に

は学習の手引き②に

例示した文章とその

リライト作品を注記

ごとに比べ読みさせ

ながら読ませ，分から

ないところを質問さ

せるなどして個別に

指導する。 
「主人公を替えてリライトし，

書いた作品を読み合うことで小

説を想像豊かに読む力や表現を

工夫して書く力を付けよう」 



６－２ ２／６の指導計画 

(1) 目  標 

主人公にする登場人物を決めるために，登場人物のことが分かる表現に気を付けて「盆土産」を読 

み，描写の効果や登場人物の言動の意味を考え，人物像を思い描くことができる。 

(2) 展  開 

過
程 

学習活動 
教材 

資料 
指導上の留意点 

評価規準と評価方法 

Ｃの状況の生徒への手立て

導 

入 

１ 本時の目標を知る。 

 

学習計画

表 

〇リライト作品の主人公に

する人物を決めるために

登場人物について読み取

ることを理解させる。 

 

展 
 
 
 

開 

２ ワークシート②の教材

文において，祖母につい

て分かるところに線を引

き，その部分から分かる

ことをワークシート②の

下の欄に書き出し，どう

いう人物であるか考えて

ワークシート③に書く。 

 

 

 

 

３ 祖母と同様にして，少

年，姉，父親登場人物の

ことが分かる表現にマー

カーで線を引き，分かる

ことを下の欄に書き出

し，それぞれの人物につ

いて，どういう人物であ

るか考えてワークシート

③に書く。 

 

４ ワークシート③に書い

た人物像についてグルー

プで紹介し合う。 

 

５ 主人公にしたいと思う

人物を，理由を明らかに

して決める。 

ワークシ

ート② 

ワークシ

ート③ 

 

〇学級全体で取り組み，ど

のように人物像を読み取

るか確かめさせる。 

〇ワークシート②，③を配

布し，線の引き方や書き

込みの仕方を確かめさせ

る。 

□少年…赤色 

 □父親…黄色 

 □姉…青色 

 □祖母…緑色 

 

〇分かることには，年齢，

職業，家族構成といった

プロフィール的な要素

や，言動から分かる性格

や価値観といった内面的

な要素があることに気付

かせる。 

 

 

 

〇内面的要素については，

根拠や理由について尋ね

たり答えたりさせる。 

 

〇主人公にする人物ごと

に，グループ編成をする

ことを伝える。 

 

 

 

 

読－１ 主人公にする人

物を決めるために，登

場人物のことが分かる

表現に気を付けて「盆

土産」を読み，描写の

効果や登場人物の言動

の意味を考え，人物像

を思い描いている。 

【ワークシートの記述】

 

ま
と
め 

７ 授業を振り返って自己

評価をし，学習計画表に

「学んだこと(学習のま

とめや感想）」を記入す

る。 

８ 次時の見通しをもつ。 

学習計画

表 

〇学習計画表とワークシー

ト②③を回収し，本時で生

徒が学んだことや課題に

思ったことを把握すると

ともに，グループ編成をす

る。 

 

主人公にする人物を決めるために，「盆土産」の登場人物について読み取ろう 

いくつかの部分につ

いて実際に線を引い

たり，書き込みをした

りする作業を一緒に

行い，個別に学習内容

を理解させる。 



６－３ ３／６の指導計画 

(1) 目  標 

・  表現の仕方と効果を考えて，リライト作品の構想を練ることができる。 

・ 話し言葉と書き言葉の違いや，共通語と方言の果たす役割について理解できる。 

(2) 展  開  

過
程 

学習活動 
教材 

資料 
指導上の留意点 

評価規準と評価方法 

Ｃの状況の生徒への手立て

導 

入 

１ 学習計画表を見て，本

時の目標を確かめる。 

学習計画

表 

〇学習課題や本時の目標を

確認させる。 

 

展 
 
 
 
 

開 

２ 本文の２～３行を選ん

で，実際にリライトする。 

 

 

 

３ 主人公にする人物が同

じであるグループで，リ

ライトしたものを紹介し

合う。 

 

 

 

 

４ 作品の雰囲気を作り上

げ要素の１つである方言

と共通語の使い分けにつ

いて理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ リライトする部分や，

リライトに取り入れる表

現の工夫を考えて，リラ

イト作品の構想を練る。 

ワークシ

ート② 

ワークシ

ート④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート⑤ 

〇リライトしやすい部分を

例示して生徒に選ばせる

などして，生徒が迷わず

にすむようにしておく。 

 

〇リライトの条件に合って

いるかどうか確認させ

る。 

〇特に，条件Ⅲの「表現の

仕方をまねる」ことにつ

いてできているかどう

か，確認させる。 

 

〇方言が生活の言葉である

ことを理解させたり，語

り手が共通語で語ること

の効果について考えさせ

たりする。 
〔効果の例〕 

・日本語を知っていれば，誰

もが読める小説にしている。

・語り手は主人公の少年の視

点から語ったり，少年に寄り

添ったりしているが，決して

少年自身ではないことを示し

ている。 

 

○主人公にした人物の行動

描写がある部分を中心

に，リライトする部分を

決めさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言－１ 話し言葉と書き

言葉の違いや，共通語

と方言の果たす役割に

ついて理解している。

【ワークシートの記述】

 

ま
と
め 

７ 授業を振り返って自己

評価をし，学習計画表に

「学んだこと(学習のま

とめや感想）」を記入す

る。 

８ 次時の見通しをもつ。 

学習計画

表 

 

 

ワークシ

ート⑤ 

〇「学んだこと」の欄には，

方言と共通語について学

んだことも書くように指

示する。 

○次時は実際にリライトす

ることを確認する。 

 

表現の仕方と効果を考えて，リライト作品の構想を練ろう 

「盆土産」を全て方言

で書いたものと本文

とを比較したり，逆に

全て共通語で書いた

ものと本文とを比較

したりして，共通語と

方言の果たす役割に

ついて考えさせる。 



６－４ ４／６の指導計画 

(1) 目  標 

・ 文章の表現の仕方について自分の考えをもって，表現を工夫しようとする。 

・ 心情が相手に効果的に伝わるように，描写や表記などの表現の工夫をしてリライト作品を書く 

ことができる。 

(2)  展  開 

過
程 

学習活動 
教材 

資料 
指導上の留意点 

評価規準と評価方法 

Ｃの状況の生徒への手立て

導 

入 

１ 本時の目標を知る。 

 

学習計画

表 

〇本時でリライト作品を仕

上げ，次時でワークシー

ト⑤を完成させ，グルー

プで交流することを確認

させる。 

 

展 
 
 
 

開 

２ 必要な情報を読み取り

ながら，表現の仕方につ

いて自分の考えをもっ

て，表現を工夫してリラ

イトする。 

〔手順〕 

１） 場面の時間，場所，

登場人物，出来事，

表現の工夫を確認す

る。 

２） リライトの条件に従

ってリライトする。 

〔リライトの条件〕 

Ⅰ主人公にした人物の

心情を書く。 

Ⅱ主人公のした人物の

視点から出来事を書

く。 

Ⅲ表現の仕方をまね

る。 

３） リライトした作品を

読み返して推敲す

る。 

４） グループで取り組み

状況を交流する。 

ワークシ

ート⑤ 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート⑤記

入例① 

ワークシ

ート⑤記

入例② 

ワークシ

ート⑤記

入例③ 

 

〇「盆土産」の表現を根拠

にして想像力を働かせて

楽しんでリライトするこ

とについて念を押す。 

〇これまで使用したワーク

シートを参照させ，条件

を確かめさせる。 

 

 

 

〇リライトするときの条件

に合っているか，確認を

させながらリライトさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

〇リライトするときの条件

に合っているか，確認を

させながら推敲させる。 

〇リライトした作品のよい

ところを自分の表現の参

考にさせる。 

関－２ 文章の表現の仕

方について自分の考え

をもって，表現を工夫

しようとしている。 

【取り組みの様子】 

【ワークシートの記述】

 

書－１ 心情が相手に効

果的に伝わるように，

描写や表記などの表現

の工夫をしてリライト

作品を書いている。 

【ワークシートの記述】

 

ま
と
め 

３ 授業を振り返って自己

評価をし，学習計画表に

「学んだこと(学習のま

とめや感想）」を記入す

る。 

４ 次時の見通しをもつ 

学習計画

表 

 

 

〇次時はグループで作品を

読み合うことを知らせ，

学習の見通しをもたせ

る。 

 

心情が効果的に伝わるように，描写や表記を工夫してリライトしよう 

記入例を渡して比べ

読みをさせ，表現の工

夫について，その根拠

や効果がどういうも

のか具体的につかま

せる。 



６－５ ５／６の指導計画 

(1) 目  標 

自分の書いたリライト作品の表現の仕方について，根拠を明確にして解説することができる。 

(2) 展  開 

 

過
程 

学習活動 
教材 

資料 
指導上の留意点 

評価規準と評価方法 

Ｃの状況の生徒への手立て

導 

入 

１ 本時の目標を知る。 

 

学習計画

表 

〇グループのメンバーに自

分の書いた作品を説明す

る文章を書くことを確認

する。 

 

展 
 
 
 

開 

２ リライトした作品につ

いて解説する文章を書

く。 

 

〔手順〕 

１） 内容を想像したとこ

ろについてその根拠

と理由を書く。 

 

２） 表現の工夫をしたと

ころについてその理

由と効果を書く。 

 

 

 

 

３ グループで作品を交流

し合い，考えを深める。 

〔手順〕 

１） 作品を読み合い，よ

いところを評価し合

い，アドバイスをし

合う。 

２） 学級で発表する作品

発表者をグループか

ら１名決める。 

３） 作品紹介者を１名決

める。 

 

ワークシ

ート⑤ 

 

 

 

ワークシ

ート⑤記

入例① 

ワークシ

ート⑤記

入例② 

ワークシ

ート⑤記

入例③ 

 

 

付せん 

振り返り

シート 

 

〇リライト作品を書く上で

工夫したところをＰＲす

るように書かせる。 

 

 

〇「盆土産」の表現を根拠

に想像力を働かせている

ことを，具体的に説明さ

せる。 

〇表現の工夫とその効果に

ついては学習の手引きを

利用させながら解説の文

章を書かせる。 

 

 

 

〇作品のよいところやアド

バイスを，付せんに書い

て作品に張り付けさせ

る。 

○もらった付せんは振り返

りシートに整理させる。 

○付せんを整理して，自分

の作品について想像した

内容や表現の仕方が適切

であったか考えを深めさ

せる。 

〇紹介したい理由を明らか

にさせる。 

 

読－２ リライト作品の

表現の仕方について，

根拠を明確にして解説

している。 

【ワークシートの記述】

 

ま
と
め 

４ 授業を振り返って自己

評価をし，学習計画表に

「学んだこと(学習のま

とめや感想）」を記入す

る。 

５ 次時の見通しをもつ 

学習計画

表 

 

 

 

〇次時は学級で作品を発表

し合うことを知らせ，学

習の見通しをもたせる。 

 

自分の書いたリライト作品の表現の仕方について根拠を明確にして解説しよう 

記入例を渡して比べ

読みをさせ，表現の工

夫について，その根拠

や効果がどういうも

のか具体的につかま

せる。 



６－６ ６／６の指導計画 

(1) 目  標 

・ 発表された作品の表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えをまとめることができる。 

・ 学習を振り返り，身に付いた力やその力が活用できる場面を考えようとする。 

 

(2) 展  開 

 

 

過
程 

学習活動 
教材 

資料 
指導上の留意点 

評価規準と評価方法 

Ｃの状況の生徒への手立て

導 

入 

１ 本時の目標を知る。 

 

学習計画

表 

〇単元の学習で使用した学

習資料が全部そろってい

るか確認させる。 

 

展 
 
 
 

開 

２ 各グループの代表作品

を発表し合う。 

〔手順〕 

１） グループの作品紹介

者と，作品発表者の

２名が前に立つ。 

２） 紹介者は発表作品に

ついてＰＲポイント

を説明する。 

３） 発表者が作品を発表

する。 

４） 聞き手は評価表に作

品のよかったところ

やアドバイスを記入

する。 

５） 聞き手の２～３人が

感想を発表する。 

 

３ 単元の学習を振り返

り，身に付けた力と活用

できる場面を考えて学習

計画表に書きこむ。 

評価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習計画

表 

 

 

 

 

 

 

〇「盆土産」の本文を根拠

にして創意工夫を凝らし

た内容，表現などに注目

させる。 

 

〇「よかったところ」には

まねしたいところや感動

したところとその理由を

書かせる。 

〇他者からの評価を参考に

して考えを深めさせる。 

 

○ワークシートや学習計画

表等の学習資料を読み返

して，根拠を明らかにし

て書かせる。 

読－２ 発表された作品

の表現の仕方につい

て，根拠を明確にして

自分の考えをまとめて

いる。 

【評価表の記述】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関－３ 学習を振り返

り，身に付けた力やそ

の力が活用できる場面

について考えようとし

ている。 

【取り組みの様子】 

【学習計画表の記述】 

ま
と
め 

４ 学習資料を見直して授

業を振り返り，達成感を

もつ。 

学習計画

表 

〇単元の学習活動について

学習集団に対する教師の

評価を伝え，次の単元学

習への意欲をもたせる 

 

リライト作品を読み合って考えを深め，身に付いた力について考えよう 

評価表にはまねした

いと思った表現をメ

モしておくようにア

ドバイスする。理由に

ついては発表が終わ

ってから助言を交え

てゆっくり考えさせ

る。 


